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図 2　（左）CD20 陽性，（右）CD5 陽性． 図 4　PAX5＋CD34 二重染色．毛細血管内腔に B細
胞転写因子の PAX5 陽性細胞（赤）が充填され
ている．
図 1　HE 染色．骨髄毛細血管内に大型の lymphoma 
cells が浸潤する．
図 3　PAX5＋CD34 二重染色．骨髄内に CD34（茶）
で縁取りされる毛細血管内皮の樹枝状の拡がり
がみられる．




　80 代男性．血清可溶性 IL-2 受容体の上昇あり．
骨髄検査施行．
　〔WHO分類第 4 版（2008）における診断名〕血












立ちmitosis が散見される大型の atypical lymphoid 
cells が増殖する．時にフィブリン血栓を伴う．毛
細血管内腔に lymphoma cells が選択的に浸潤する
一方で，なぜか末梢血中に lymphoma cells を同定
することは稀である．
　〔免疫組織化学〕CD20 や CD79a などの汎 B細胞
マーカーが陽性である．当教室では核シグナルを示
す B細胞転写因子である PAX5 と，血管内皮を染
める CD34 を二重染色することで血管内への
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